
 

 

 

 

 

日常生活の中で、人権が尊重されている場面や侵害されている場面について

考える活動をとおして、様々な人権問題が身近に存在することに気付くととも

に、人権が尊重された社会を築いていくために大切なことを考え、行動に移し

ていこうという意欲を高めます。 

 

時 間 ７0分 人 数 １グループ３～５人 

準 備 
資料①・②  ワークシート   セロハンテープ   付箋紙２色   筆記用具 

イラストパズル（資料①を拡大し９分割したもの） 

台紙（イラストパズルを並べる大きめの紙） 

 

 

 

 

 

 

 

活動の進め方 

＜準備＞イラストパズル 台紙 
 

１ グループの中で順番に、一人 30秒間で自己紹介をします。 

 ＜自己紹介の仕方＞ 

・初めに名前と所属などを言います。 

・残りの時間は、今日の意気込みや今の気持ち、趣味、最近食べた

おいしいもの、最近感動したことなど自由に話します。 

２ 台紙をグループの中央に置き、その上に配付されたイラストパズル

を相談しながら並べ替え、イラストを完成させます。 

                  
 
                   
                
 
  

 
 
 
 

                 

メインアクティビティ
 

    ４５分 

ふ  り  か  え  り 
      20分 

 

アイスブレーキング 
      ５分 

＜アクティビティ１＞ 様
々
な
人
権
問
題
に
つ
い
て 

考
え
る 

自己紹介、イラストパズル 

＜アクティビティ２＞ 

イラストを人権の視点で見てみよう！ 

＜アクティビティ３＞ 

これからの自分について考える 

活動のねらい 
自己紹介やイラストパズルを協力して完成させる活動をとおして、

学習に向かう温かな雰囲気をつくります。 

 

様々な人権問題 

座っている位置や

誕生月等をもとに、

最初に自己紹介をす

る人を指定すること

で、スムーズに活動

に入ることができま

す。 

参加者の実態等に

合わせて、自己紹介

のお題を指定するの

もよいでしょう。 
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活動の進め方 

＜準備＞資料①・② ワークシート  セロハンテープ  付箋紙２色 
 

１ 資料①のイラストの中で、一人一人が安心して幸せに生活して

いくために「工夫していること」や「気になること」を見つけ、

一つにつき１枚の付箋紙に書き出します。（５分程度） 

２ イラストパズルを台紙の上で間隔を広げて並べ、セロハンテー

プで簡単に留めます。書いた付箋紙を順番に１枚ずつ該当する部

分のそばに貼っていきます。グループ内で同じ部分について書い

た人がいたときは、それに続いて貼り出します。付箋紙を貼り出

す際には、その部分を選んだ理由を述べたり、自由に意見を出し

合ったりします。そして、付箋紙が全て貼り出されるか時間にな

るまで繰り返します。（１５分程度） 

３ 各グループでイラストパズルのうちの１枚を選びます。そこに

貼り出された付箋紙の意見を発表し、全体で共有します。 

４ ワークをやってみた感想や気付きをグループで話し合います。 

５ 身近に人権問題が存在することをおさえ、資料②「様々な人権

問題」とワークシートを受け取り、様々な人権問題があることを

確認します。 

 

 

 

活動の進め方 

＜準備＞ワークシート 
 

１ 「日常生活において、一人一人が自他の人権を大切に考えて生

活していくために、私たちはどのようなことを心掛けたらよいか」

をワークシートに書きます。 

２ ワークシートに書いたことを、グループ内で発表し合います。 

３ グループ内で出された意見を、全体で発表し共有します。 

 

活動のねらい 
イラストから「工夫していること」や「気になること」を見つ

ける活動をとおして、身近に人権問題が存在することに気付くと

ともに、様々な人権問題があることを理解します。 

活動のねらい 
人権問題を他人事とせずに、一人一人が自他の人権を大切にし

て生活していくことについて考え、それを行動に移していこうと

いう意欲を高めます。 

今日の活動で気付いた

ことや感じたことを基に、

自分にできそうなこと、

心掛けたいことなどを考

えるように促します。 

ほかの人の意見を参考

にしながら自分の考えを

整理し、今後の生活に生

かせるようにします。 

イラストはいろいろな

見方があってよいので、

正解・不正解を判別しな

いようにします。 

同じ意見の付箋紙は、

重ねて貼ったり、隣に貼

ったりするように伝えま

す。                                                                         

イラストを「人権」

の視点で見て、気付い

たことを付箋紙に書き

出すよう伝えます。

「工夫していること」

と「気になること」を

書く付箋紙の色を指定

します。                                                                         

早く終わったグループ

は、ほかにも「工夫して

いること」や「気になる

こと」がないか話し合い

ます。 
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ワークシート 

人権が尊重された社会を目指して 

【A-1】 【B-1】 【C-1】 

 子ども 

 障害者 

 外国人 

 子ども 

 外国人 

 子ども 

 HIV 感染者・ハンセン病

患者及び元患者 

 アイヌの人々 

【A-2】 【B-2】 【C-2】 

 子ども 

 障害者 

 外国人 

 インターネットによる人

権侵害 

 高齢者 

 障害者 

 同和問題 

 外国人 

 北朝鮮当局による拉致問題

等 

 高齢者 

 障害者 

 

【A-3】 【B-3】 【C-3】 

 女性 

 子ども 

 障害者 

 インターネットによる人

権侵害 

 女性 

 高齢者 

 障害者 

 外国人 

 女性 

 子ども 

 高齢者 

 性的指向・性同一性障害

者にかかわる人権問題 

 その他の人権課題 

・災害に伴う人権問題  ・刑を終えて出所した人  ・犯罪被害者とその家族 

・ホームレス等生活困窮者にかかわる人権問題 

 

 

◎日常生活において、一人一人が自他の人権を大切に考えて生活していくた

めに、私たちはどのようなことを心掛けたらよいでしょうか。 
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資料① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：「人権の窓（小学６年学習資料）」（栃木県教育委員会） 
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資料② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考：「人権の窓（高校１年学習資料）」（栃木県教育委員会）を基に作成 
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